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こどもまんなか

2018年に委員会の発足、皆さんに支えていた

だき7年、 青色防犯パトロール車による巡回指導

公民館まつりを利用した防犯ポスター展、防犯啓

発ポスターの作成・掲示、防犯啓発用ポケットティ

ッシュの配布などに取り組んできました。

本年度も5月1日、大和公民館において総会が

開催され、皆さんと共に取り組む体制が整いまし

た。

2月、7回目のポスター展。「大和公民館まつり」

において、 小学校に協力をお願いした『子どもの

呼びかけポスター』を掲示して、 来場された皆さ

んに喜んでいただきました。 そして、 最優秀賞作

品を防犯啓発ポスターにして 連区の取り組みに

大きな力となっています。最後に、作品作りに力を

発揮していただいた皆さん ありがとうございまし

た。

大和防犯パトロール委員会総会

大和公民館まつり(2/16)

安心して生活できる町内にするには、

生活の中で、知り合い、顔見知りを増や

していくことが大切だと思います。 これ

が、いざというときの共助につながりま

す。 地域の皆さんで「あいさつ運動」を

行うことで地域のコミュニケーションの

活性化を図り、豊かな人間関係と住み

よい生活環境を築いていきたいと思い

ます。そして、近所で見かけない人を見

たときは、「この人は誰だろう？」と考え

ることができるようになります。 地域の

文化として定着させることができれば

非常に効果的な防犯となります。

-仲間を信じて力をあわせて

気持ちをあわせてゴールを目指せ-

児童育成協議会 会長 大橋 泰之
準備運動

跳躍報告

大なわとび

ムカデ競争

二人三脚障害物競走

5月18日(日)、大和中学校にて、児童福祉大会(ミ

ニ運動会)を開催しました。15の子ども会と大会関係

者合わせて250名が参加し、 会場は子どもたちの熱

気と笑顔に包まれました。

競技は大なわとび・ムカデ競争・二人三脚で、真剣

な表情の子どもたちの姿や、 仲間と協力して満面の

笑顔を見せる場面がたくさん見られました。 最後は

障害物競走で、全員が一生懸命にゴールを目指しま

した。

前日の雨の影響を心配しましたが、当日は晴天に恵

まれ予定通り実施することができました。 また、熱中

症や 怪我もなく 楽しい大会とすることができました。

準備から片付けまで皆様にご協力いただき、 改めて

地域の力を感じる一日となりました。

児童福祉大会
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民生委員は、何をする人か知っていますか
民生委員・児童委員(以後、「民生委員」と呼ぶ)は、誰もが安心して、笑顔で暮らせるま

ちづくりのために、厚生労働大臣から委嘱された非常勤の地方公務員で、児童福祉法の

定める児童委員を兼ねています。交通費や通信費などの活動費は支給されますが、無報

酬で、任期は3年・再任可能なボランティアです。町内の皆さんと活動を共にしています。

民生委員の活動にご理解とご協力をお願いします。

自主防災会推進

登下校時のあいさつ運動

地域の危険な場所の点

検や児童虐待を防ぐた

めの声かけも行います。

ひとり暮らしの高齢者や障害のあ

る方、赤ちゃんが生まれたばかりの

お宅を含め、全ての家庭を訪ねて、

安全安心に生活できているか確認

します。課題によって専門機関に繋

げる場合もあります。

家庭訪問

子どもたちが犯罪に巻き込

まれたり、 事故にあわないよ

うに、登下校の時間に通学路

に立って、見守りやあいさつ

運動をしています。

日時：8月6日(水) 9時30分～

場所：大和公民館、2階大会議室

8月のニコニコサロン

青パト見守り

学校訪問

児童生徒の学びの場に

ふさわしい環境づくりに

努めています。

▼民生委員のあいさつ場所

ふれあいサロン活動 (連区に33会場)

(ニコニコサロンは大和公民館)

出典：郡上八幡観光協会

ふれあいサロンは、楽しい場を求めて、皆さんと活動

を重ねています。もの作り・折紙・歌・旅行・おしゃべり・

お茶会・○観賞・勉強会・運動ゲーム等々、多種多様で

サロンスタッフさん・参加される皆さんと話し合って取り

組んでいます。サロンリーダー研修会も開催してサロン

の充実に努めています。

防災に関心を持ち、防災知識や技術を身につけ、町内の皆さんと力をあわせて、平常

時には、安全や防災知識の普及・啓発、要支援者の把握・防災訓練などを自主防災会を

はじめ町内の皆さんと取り組んでいます。 災害時には、安全を確保し、効果的な防災活

動が展開されるように努めます。

涼しい場所で、

乳幼児・子どもさん(保護者同伴)、

高齢の皆さん、

一緒に踊りましょう



大和町連区にあるふれあいサロン

①戸塚ニュータウンふれあいサロン

③住吉ほっとサロン

④ふれあいサロン南高井

⑤サロンすえひろ・2

⑧氏永ふれあいサロン

⑨馬引民生サロン

⑬観音寺ふれあいサロン

⑭北高井ふれあいサロン ⑯於保ふれあいサロン

⑲妙興寺ふれあいサロン

㉒苅安賀ふれあいサロン

㉔ふれあいサロン毛受

㉕花池北長いきサロン

㉗ふれあいサロン大和東

㉚馬引ふれあいいきいきｻﾛﾝ㉛福森元気ふれあいサロン

⑳花池住宅ふれあいサロン

㉘癒しサロン末廣

出典：国土地理院

②花池ふれあいサロン

⑪上次ふれあいいきいきｻﾛﾝ

⑩末広3丁目ｶﾗｵｹ同好会＆ｻﾛﾝ

⑮かしの木友好会

㉖ほほえみサロン

㉙宮地2丁目ふれあいｻﾛﾝ

大和町連区には散歩できる範囲に集いの場 (ふ

れあいサロン)があります。ご近所の皆さんと、楽

しいひと時を過ごしていた

だき、笑顔あふれる町内に

なることを願っております。
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㉞桔梗が丘ふれあいサロン

㉟毛受住宅おでかけふれあい広場

⑰昭和2丁目ふれあいいきいきサロン

備考：取材予定のサロン

は次の機会に順次掲載

する予定です。

㉓連区ニコニコサロン

㉓

㉜苅1サロン会

㉑戸塚ふれあいサロン

⑫昭和3丁目ふれあいサロン

2025.1.17現在
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㉝宮地1丁目ふれあいｻﾛﾝ
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観音寺防災訓練
期日：2024年11月4日(祝・日)

観音寺町内の浅間公園には「消防器

具置場 一宮市」の小屋があります。 小

屋の中はかわからない状態にありました。今回、自主防災

会の取組みで皆さんに理解していただくことができました。

大地震による火災を含め、『自家発電を備えた消火ポンプ

車』でした。今後、定期点検を兼ね、防災会の取組みが求

められます。

出典：中日新聞社

最悪で32万人以上の死者が出るとされる南海トラフ地震。2014年に

同地震の防災対策を盛り込んだ基本計画を策定し、被害を減らす目標

を掲げました。 今春で10年が経過するのに合わせ、 新たな被害想定と

改定した計画が公表されました。。

地方を中心に人口減少や少子高齢化が進み、防災を担う行政職員の

人手は減少。 行政サービスとしての防災対応の限界を強調し、国民一

人一人の「自助」や地域の「共助」を求める方針。「半割れ」の被害も、新

たな対策には、半割れの地震後に発表されます。

ミャンマー大地震 死者3000人超

出典：静岡新聞DIGITAL Web

2025年3月28日、ミャンマーでマグニチュード7.7の地

震で、震源から約1000km離れたタイのビルが倒壊しまし

た。「長周期地震動」が影響したようです。

長周期地震動は2011年

の東日本大震災でも観測

され宮城県沖の震源から

770ｋｍ離れた大阪市で

超高層ビルのエレベータ

ーが壊れるなどの被害が

出ました。出典：日本経済新聞社

南海トラフ地震被害想定改定

月 日 時間 場所 内容

7 26 9:30 大和消防出張所 消火器の取り扱い

8 23 9:30 大和消防出張所 担架搬送・応急手当

9 27 9:30 大和消防出張所 ジャッキアップ等救出救護AED

10 25 13:30 中会議室 出張所等のマニュアル指導

11 9 連区防災訓練

29 10:00 料理実習室 パッククッキング

12 20 13:30 大会議室 家具固定・避難所運営

1 24 9:00 大会議室 救急救命講習等

2 28 13:30 大会議室 防寒対策、リラクゼーション等

3 28 13:30 大会議室 非常食、仮設トイレ等の活用

令和7年度今後の自主防災リーダー会等日程表

防災自主防災リーダー会

2025年度町内の自主防災会責任者(会長)の研修会

が大和公民館で開始されました。4月26日、一宮市危機

管理課の本田昭治・稲葉幸太郎両氏を講師に「地震への

備え自助・共助・公助」 「自主防災組織の役割」について

学びました。 27町内、55名の力で町内及び連区の防災

活動をリードする第一歩が整いました。 研修会に出席を

希望される方は、町内会の担当者にお尋ねください。

2025年、5月11日、福森公民館で福森町内会・桔梗が丘

町内会・北河原町内会の「合同防災訓練」が実施されました。

当日は、子どもさん、お父さん、お母さん、高齢の皆さんと

多くの参加をいただきました。どの年齢層も意欲的な取り組

みで、 地域の力が『いざという時に』繋がる姿を拝見しまし

た。 最後に、皆さん、 試食献立「トン汁」をいただき、訓練の

振り返りをしてみえました。

心肺蘇生訓練

炊き出し訓練

火災発生(煙道体験訓練)

初期消火訓練

主催 自主防災部会

三町内

合同防災訓練


